
 

 

 

 
北九州空港に係る市から国への提案活動について（報告） 

 

執行部による提案活動 

 

１ 国に対する提案 

 （１）実 施 日  令和８年６月２４日（水）、２５日（木） 

 （２）提 案 先  国土交通省（主要幹部） 

福岡県選出国会議員 

 （３）提 案 者  市長、副市長、港湾空港局長等 

 （４）提案内容  北九州空港の機能強化・利用促進に向けた支援  

〇 滑走路３，０００ｍ化をはじめとする物流拠点機能の向上に 

向けた協力 

〇 旅客受入環境の整備 

〇 貨物定期便の就航に不可欠な GSE 車両への支援 
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令和９年度における県・市連携の取組みについて 

１ 県・市連携強化期間について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和９年度における県・市連携の取組みについて 

 （１）旅客路線の安定化・拡大 

（２）旅客、貨物の受入れ体制の強化に向けた人材確保 

（３）貨物の安定的な取扱いに向けた物流拠点化推進 

（４）空港アクセスの利便性向上 

 

（１）旅客路線の安定化・拡大 

・航空ネットワークの再構築や福岡空港の補完機能の強化を進めるためには、既存路 

線の安定化を図るとともに、運休路線の早期復便や新規路線の就航が不可欠。 

・航空業界全体でコスト上昇が続いており、厳しい経営環境にある。 

 ⇒既存路線の安定化や拡大に向けた支援が必要。 

（２）旅客、貨物の受入れ体制の強化に向けた人材確保 

  ・インバウンド需要の好調や貨物取扱量の増大により、北九州空港の活性化が進む。 

・今後、さらなる拡大にあたっては、グランドハンドリングなど空港業務の人手の 

確保が課題。 

  ⇒ハンドリング人材確保に向けた働きやすい環境整備が必要。 

（３）貨物の安定的な取扱いに向けた物流拠点化推進 

・いよいよ令和 9年 8月末に 3,000ｍ滑走路の供用開始を迎える。 

・この機能を最大限に生かし、欧米路線をはじめとする路線ネットワーク拡大が重要。 

⇒路線誘致、GSE 車両の充実、荷役体制の確保など、物流拠点化推進の取組みが必要。 

（４）空港アクセスの利便性向上 

・空港利用者の利便性を高め、24 時間利用できる特性を生かした広域集客を図るためには、 

利用しやすいアクセス環境を整えることが不可欠。 

  ・現在、県事業により福岡都市圏と北九州空港を結ぶ福北リムジンタクシーが運行。 

  ⇒北九州空港と福岡都市圏を結ぶアクセス利便性向上に向けた取組みが必要。 
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